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｢高次元位相空間の分布とダイナミクスの解析法｣
位相空間における分布の形やその動的な変化をシミュレーションデータから記述 ･解析

することは簡単ではない｡従来､モンテカルロ法などの解析では､物理的な議論から考え

られた少数の物理量を測定して､それらを解析するという手法が行われてきた｡ これに対

して､多数の物理量を測定して､そこから半自動的にシステムの特徴を抽出するという方

法が考えられる｡ 具体的には､

●スピングラスのクラスターのシミュレーションデータからの検出

●有限温度の準安定状態の自動検出

●シミュレーションデータからの近似的な緩和モードの計算､

などがその例である｡ このセッションでは､この種の方法論についてまとまった発表と討

議を行った｡
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有限混合分布モデルによる有限温度の準安定状態の表現 134
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｢拡張アンサンブル｣
マルチカノニカル法､simulatedTcmpering法､交換モンテカルロ法など､与えられた

分布 (族)を拡張または合併したものからサンプリングする手法(拡張アンサンブル法と総

称する)が注目を集めている｡ この手法は､緩和の促進､自由エネルギーの計算､｢珍しい｣

eventの解析などに威力を発揮することが確かめられているが､今後さらに発展させる余

地があるものと思われる｡このセッションでは､拡張アンサンブル法を用いた研究の事例

を紹介するとともに､今後の展望について討論した｡
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